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現
在
、
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根
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楽
硯
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会
の
２

団
体
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し
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例
大
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ど
で
の
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演
、
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て
い
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す
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演舞に先立ち、祭主が神楽殿
を清め神 を々お招きする。東西
南北をあがめて神 を々迎える。

天地が分かれ最初に現れた
神、国

くにのとこたちのみこと

常立命による天地創造
の舞。太鼓に合わせて矛で天
を祝福し、地を踏み固めて国土
を安定させる。

男神の伊
い ざ な ぎ の み こ と

耶那岐命と女神の
伊
い ざ な み の み こ と

耶那美命の二神が、日本の国
づくりと神創りをする。

天照大御神が弟の須
す さ の お の み こ と

佐之男命
の暴挙に怒り、岩屋にこもる。
神々が知恵を出し合い、大御神
様を岩屋から誘い出す。

農耕や狩猟に使う農具や剣を
作る様子を後世に伝える舞。

キツネが五穀豊
ほうじょう

穣を感謝する
舞。道化のひょっとこが餅を投
げて、万民とともに喜び合う。

弓は武力の象徴。権威や神の
力を表す舞。

薄根太々神楽

11座の物語を紹介
※番号は奉納順
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